
大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
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│
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の
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
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い
う
視
点
か
ら
│
│
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は
じ
め
に
│
│
沖
縄
視
察
旅
行
団
│
│

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
、
瀬
戸
内
海
航
路
を
は
じ
め
世
界
各
地
へ
の
海
上
航
路
を
運
行
し
て
い
た
大
阪
商
船
株
式
会
社
は
、
自
社

の
広
報
誌
で
あ
る
雑
誌
『
海
』
第
一
〇
一
号
（
二
月
一
日
発
行
）
に
「
沖
縄
視
察
団
募
集
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
広
告
を
掲
載
し
た
。
こ

の
沖
縄
視
察
団
は
、
大
阪
商
船
自
ら
が
主
催
し
た
団
体
旅
行
で
、
同
社
の
沖
縄
定
期
航
路
便
を
用
い
て
沖
縄
を
旅
行
す
る
企
画
で
あ
っ

た
。
国
家
を
あ
げ
て
の
奉
祝
行
事
が
や
が
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
九
四
〇
年
の
、
春
浅
い
二
月
の
雑
誌
『
海
』
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
の
一

文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
盧
。

沖
縄
視
察
団
募
集
の
お
知
ら
せ

沖
縄
に
は
も
う
春
が
来
て
い
ま
す
。
日
本
の
内
地
で
あ
り
な
が
ら
遠
く
南
に
偏
在
す
る
た
め
、

独
特
の
南
洋
情
緒
を
讃
え
て
い
る
沖
縄
島
は
、
最
近
視
察
観
光
客
の
新
た
な
対
象
と
し
て
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
昭
和
一
二
年
、

大
阪
商
船
が
優
秀
新
造
船
波
上
丸
・
浮
島
丸
の
就
航
を
記
念
し
て
第
一
回
の
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
し
て
以
来
、
毎
回
ご
好
評
を
以

て
迎
え
ら
れ
、
視
察
団
を
送
る
こ
と
す
で
に
一
五
回
に
及
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
爛
漫
の
春
か
ら
夏
へ
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
沖
縄
風

一



趣
を
探
る
た
め
、
別
記
の
通
り
八
回
に
わ
た
る
視
察
団
を
募
集
い
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
使
用
船
は
四
千
七
百
ト
ン
の
浮
島
丸

で
、
神
戸
を
出
帆
し
て
八
日
目
神
戸
に
帰
着
、
那
覇
で
三
日
間
の
碇
舶
中
旅
館
を
足
場
と
し
て
貸
切
自
動
車
で
最
も
合
理
的
に
名
勝

そ
の
他
を
訪
れ
、
古
典
劇
、
空
手
術
の
見
学
な
ど
と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
沖
縄
を
視
察
し
尽
く
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
阪
商
船
で
は
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
以
来
、
一
五
回
を
数
え
る
沖
縄
視
察
旅
行
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
年
に
は
第
一
六
回
（
同
年
二
月
中
旬
）
か
ら
第
二
三
回
（
同
年
五
月
下
旬
）
に
わ
た
る
合
計
八
回
の
沖
縄
視
察
旅
行
が
計
画
さ

れ
て
い
た
盪
。
こ
の
一
年
に
八
回
も
の
視
察
旅
行
団
が
予
定
さ
れ
た
の
は
、
前
年
ま
で
の
一
五
回
の
旅
行
団
が
そ
れ
な
り
に
好
評
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
旅
行
は
往
路
・
復
路
と
も
に
船
中
で
二
泊
ず
つ
す
ご
し
、
現
地
沖
縄
で
は
二
泊
三
日
間
の
団
体
周
遊
が
用
意
さ
れ

た
、
合
計
七
泊
八
日
の
行
程
で
あ
っ
た
。
ま
た
広
告
記
事
に
よ
れ
ば
、
募
集
人
員
は
毎
回
一
等
四
名
・
二
等
一
七
名
の
合
計
二
一
名
で
、

会
費
は
一
等
一
二
〇
円
、
二
等
一
〇
〇
円
で
あ
り
、
費
用
に
は
往
復
乗
船
賃
、
通
行
税
、
沖
縄
視
察
中
の
交
通
費
、
宿
泊
費
、
宴
会
費
、

チ
ッ
プ
な
ど
一
切
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
広
告
の
一
文
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
視
察
旅
行
の
目
的
地
で
あ
る
沖
縄
に
関
し

て
は
「
日
本
の
内
地
で
あ
り
な
が
ら
遠
く
南
に
偏
在
す
る
た
め
、
独
特
の
南
洋
情
緒
を
讃
え
て
い
る
沖
縄
島
」
と
紹
介
さ
れ
た
。

大
阪
商
船
が
主
催
し
た
こ
の
沖
縄
視
察
団
の
事
例
は
、
日
本
に
お
け
る
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
な
る
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
時
間
的
・
空
間
的
な
連
続
性
を
も
つ
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

全
体
像
を
描
き
出
す
た
め
の
、
ピ
ー
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
上
記
の
よ
う
な
娯
楽
を
主
目
的

と
す
る
沖
縄
へ
の
団
体
周
遊
旅
行
は
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
の
「
日
本
復
帰
」
以
降
に
急
速
に
す
す
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
昭

和
前
半
期
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
旅
行
の
意
味
や
価
値
は
移
り
か
わ
り
つ
つ
も
、
近
代
期
の
あ
る
時
期
か
ら
今
日
ま
で
の

歴
史
的
な
系
譜
の
上
に
、
現
代
の
沖
縄
観
光
が
存
在
す
る
と
い
う
時
間
的
な
連
続
性
へ
の
理
解
が
必
要
で
あ
ろ
う
蘯
。
ま
た
、
団
体
旅
行

を
組
織
し
た
大
阪
商
船
は
自
社
の
沖
縄
定
期
航
路
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
社
は
た
だ
唯
一
沖
縄
旅
行
の
み
を
手
が
け
て
い
た
の
で
は

大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
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な
い
。
同
時
期
に
お
い
て
、
世
界
各
地
へ
の
航
路
網
を
築
い
て
い
た
同
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
へ
の
旅
行
に
対
し
て
も
大
き
な
役
割
り

を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
空
間
的
な
連
続
性
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
冒
頭
の
一
事
例
が
持
つ
意
義
は
小
さ
い
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
お
け
る
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
近
世
ま
で
の
旅
・
旅
行
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
明
治
期
以
降
に
お
け
る
関
所
制
度

の
廃
止
や
、
急
速
に
形
成
さ
れ
拡
大
さ
れ
た
鉄
道
と
船
舶
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
外
国
人
に
よ
る
旅
行
と
そ
の
紀
行
文
や
旅
行
案
内
書
の
相

次
ぐ
刊
行
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
一
般
社
会
に
も
普
及
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で

の
研
究
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
拡
大
の
様
相
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
た
と
え
ば
、
近
代
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
歴
史
的
な
展
開
経
緯
に
関
す
る
項
目
別
年
表
は
し
ば
し
ば
書
か
れ
て
き
た
が
、
個
別
の
事
象
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
の
蓄
積

と
、
項
目
間
の
有
機
的
な
関
連
は
十
分
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
時
間
軸
の
年
表
上
の
み
で
整
理

し
う
る
事
象
で
は
な
く
、
空
間
的
な
広
が
り
を
も
つ
出
来
事
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
空
間
的
な
展
開
を
み
せ

て
き
た
か
に
つ
い
て
も
、
個
別
の
事
例
は
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
も
、
全
体
像
の
把
握
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
近

代
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
レ
ヴ
ュ
ー
は
他
日
を
期
し
た
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
研
究
課
題
が
、
時
間
的
な
系
譜

と
空
間
的
な
展
開
の
両
面
に
お
い
て
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
で
、
一
九
世
紀
末
に
創
設
さ
れ
た
大
阪
商
船
に
注
目
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。
近

代
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
成
立
し
普
及
し
た
と
さ
れ
る
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
い
て
、
大
阪
商
船
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
い
か
な
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。
大
阪
商
船
を
事
例
と
し
て
描
か
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
像
は
、
お
そ
ら
く
は
従
来
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
視
野
を
広
げ
る

こ
と
に
も
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
主
に
鉄
道
と
の
関
連
で
陸
上
で
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本

の
地
理
的
な
環
境
を
み
る
な
ら
ば
船
舶
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
も
た
ら
し
た
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
要
性
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
海
上

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
視
点
か
ら
そ
の
空
間
的
な
展
開
を
想
像
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
内
地
」
を
出
て
、
沖
縄
、
台
湾
、

大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
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満
洲
、
朝
鮮
半
島
、
南
洋
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
を
含
め
た
旅
行
圏
の
存
在
が
視
野
に
は
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し

て
、
大
阪
商
船
と
い
う
視
座
か
ら
描
か
れ
る
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
像
に
お
い
て
は
、
戦
前
期
に
お
い
て
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ツ
ー
リ
ズ
ム

空
間
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
の
見
通
し
の
な
か
、
大
阪
商
船
そ
の
も
の
の
成
立
と
空
間
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
ま
ず
整
理

し
、
航
路
ご
と
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
今
後
の
研
究
に
向
け
て
の
具
体
的
な
一
次
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述

べ
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。一

物
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
│
│
大
阪
商
船
の
定
期
航
路
│
│

（
一
）
大
阪
商
船
の
創
設
と
定
期
航
路
網
の
形
成

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
五
月
一
日
、
主
と
し
て
瀬
戸
内
海
か
ら
九
州
方
面
に
航
路
を
持
っ
て
い
た
複
数
の
汽
船
取
扱
会
社
が
統
合

し
、
有
限
責
任
大
阪
商
船
会
社
が
創
設
さ
れ
た
盻
。
大
阪
商
船
は
、
創
立
期
に
は
五
五
名
の
船
主
か
ら
現
物
出
資
さ
れ
た
船
舶
九
三
隻
を

保
有
し
、
大
阪
を
起
点
と
し
て
瀬
戸
内
海
、
山
陽
、
山
陰
、
九
州
東
西
沿
岸
、
そ
し
て
紀
伊
半
島
沿
岸
と
四
国
各
地
へ
至
る
合
計
二
二
線

を
運
行
し
て
い
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
翌
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
は
、
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し

て
日
本
郵
船
が
創
設
さ
れ
、
大
阪
を
起
点
に
瀬
戸
内
海
を
主
な
航
路
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
大
阪
商
船
に
対
し
て
、
日
本
郵
船
は
横
浜
か

ら
北
海
道
、
小
笠
原
方
面
を
主
な
航
路
と
し
て
創
業
し
た
。
こ
の
日
本
郵
船
と
大
阪
商
船
は
戦
前
期
に
お
け
る
二
大
船
会
社
と
よ
ば
れ
て

き
た
。

大
阪
商
船
の
定
期
航
路
網
は
、
新
た
な
航
路
の
開
設
と
従
来
の
航
路
の
廃
止
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
拡
大
し
た
。

具
体
的
に
は
、
瀬
戸
内
海
を
中
心
と
し
た
各
種
の
航
路
に
加
え
て
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
は
琉
球
航
路
、
一
八
九
〇
（
明
治
二

大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
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三
）
年
に
は
朝
鮮
航
路
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
は
台
湾
航
路
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
は
中
国
航
路
が
開
設
さ
れ
、
さ

ら
に
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
は
樺
太
航
路
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
イ
ン
ド
航
路
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
は
南
洋

航
路
（
ジ
ャ
ワ
航
路
）
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
航
路
が
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
時
期
に
北
米
航
路
、
南
米
航
路
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
、
ア

フ
リ
カ
航
路
な
ど
も
次
々
に
開
設
さ
れ
た
。

第
１
図
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
お
け
る
大
阪
商
船
の
定
期
航
路
図
で
あ
る
。
図
の
右
端
に
位
置
す
る
日
本
列
島
周
辺
の
航
路

と
、
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
さ
ら
に
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
航
路
網
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
う
し
て
大
阪
商
船
は
、
創
業
か
ら
三
〇
年
あ
ま
り
の
間
で
、
あ
ま
ね
く
世
界
へ
の
定
期
航
路

を
開
設
す
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
、
大
阪
を
起
点
と
し
た
海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
球
規
模
で
完
成
し
た
こ

と
に
な
る
。
二
大
船
会
社
の
も
う
一
方
の
日
本
郵
船
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
航
路
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ひ
と
り
日
本
を
起
点
と
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
世
紀
末
か
ら
世
界
各
地
の
港
湾
都
市
を
起
点

と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
日
本
は
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
船
舶
航
路
が
つ
く
り
だ
し

た
「
地
球
の
網
の
目
」
に
、
極
東
の
日
本
も
や
や
遅
れ
て
で
は
あ
っ
た
が
確
実
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
眈
。

（
二
）
船
舶
の
大
型
化
│
│
航
路
網
の
拡
大
と
と
も
に
│
│

一
般
に
船
舶
は
、
貨
物
専
用
船
、
船
客
専
用
船
、
そ
し
て
貨
物
と
船
客
を
混
載
す
る
貨
客
船
と
に
分
類
さ
れ
る
が
、
大
阪
商
船
の
定
期

航
路
で
は
貨
客
船
が
主
体
で
あ
っ
た
。
創
業
か
ら
三
〇
年
あ
ま
り
の
間
に
形
成
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
荷
物
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
た
船
客
と
が
行
き
交
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

第
１
表
は
、
創
業
の
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
か
ら
戦
時
期
に
至
る
お
よ
そ
六
〇
年
間
の
保
有
船
舶
隻
数
と
貨
物
・
船
客
運
賃
に
つ

い
て
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
１
表
の
出
典
と
な
る
『
大
阪
商
船
株
式
会
社
八
十
年
史
』
な
ら
び
に
『
創
業
百
年
史
資
料
』眇
に
は
、

大
阪
商
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と
近
代
ツ
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ム
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明
治
一
七
年
度
以
降
毎
年
の
統
計
数
値
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
創
業
年
と
一
八
九

〇
（
明
治
二
三
）
年
以
降
の
一
〇
年
ご
と
の
数
値
の

み
を
記
し
、
適
宜
出
典
資
料
の
数
値
を
引
用
し
な
が

ら
そ
の
状
況
と
推
移
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

大
阪
商
船
で
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
の
創

業
年
に
お
い
て
九
七
隻
の
船
舶
を
保
有
し
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
木
造
の
汽
船
で
あ
り
、
一
隻

あ
た
り
の
平
均
は
一
七
三
ト
ン
ほ
ど
の
小
型
船
で
あ

っ
た
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
お
け
る
保
有

隻
数
は
会
社
創
業
時
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
お
よ
そ
二
五
年
間
に
購
入
や
新
造
に
よ
る
増
加

が
八
六
隻
、
解
体
と
売
却
そ
し
て
海
難
に
よ
り
減
少

し
た
も
の
が
一
一
〇
隻
あ
り
、
当
初
の
ほ
ぼ
全
隻
が

入
れ
替
わ
り
、
結
果
的
に
こ
う
し
た
数
値
と
な
っ

た
。
な
お
、
こ
の
間
に
総
ト
ン
数
は
増
大
し
て
い
る

よ
う
に
、
一
隻
あ
た
り
の
ト
ン
数
は
大
き
く
な
り
船

そ
の
も
の
が
大
型
化
し
た
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三

三
）
年
以
降
に
お
い
て
も
同
様
に
、
隻
数
が
た
だ
増

『大阪商船株式会社五十年史』（1934）より転載
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加
し
続
け
た
の
で
は
な
く
、
毎
年
の
よ
う
に
新
造
と

購
入
に
よ
る
増
加
、
売
却
と
海
難
に
よ
る
減
少
が
繰

り
返
さ
れ
、
所
有
船
舶
数
は
一
〇
〇
〜
一
四
〇
隻
の

間
で
推
移
し
た
。
そ
し
て
、
毎
年
の
変
動
す
る
隻
数

増
減
と
は
別
に
、
総
ト
ン
数
の
上
昇
に
伴
い
船
舶
一

隻
あ
た
り
の
ト
ン
数
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
お
り
、

船
舶
の
大
型
化
は
急
速
に
す
す
ん
だ
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
船
舶
の
大
型
化
と
共
に
航
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
拡
大
し
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
第
１
表
の
運
賃
欄
に
目
を
移
す
と
、
保
有
船

舶
の
総
ト
ン
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
運
賃
収
入
の

増
大
も
み
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
一
八

九
〇
（
明
治
二
三
）
年
以
降
の
一
〇
年
ご
と
に
大
き

な
増
加
を
み
せ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
運
賃
収
入
増
加

の
背
景
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の

時
期
の
海
運
業
界
は
一
般
に
、
戦
争
時
と
そ
の
直
後

に
好
景
気
が
め
ぐ
っ
て
き
て
い
る
。
戦
時
下
で
は
軍

事
物
資
と
人
員
の
搬
送
需
要
が
増
え
、
船
舶
の
絶
対

数
不
足
に
伴
い
運
賃
単
価
が
上
昇
し
た
こ
と
、
と
り

第 1図 1918（大正 7）年における大阪商船の定期航路図
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わ
け
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
外
国
船
が
日
本
近
海
か
ら

引
き
上
げ
た
こ
と
で
、
日
本
の
船
舶
会
社
の
定
期
航
路
網
が
よ
り
強
固
に
な
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
、
日
清
、
日
露
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
通
し
て
、
日
本
を
起

点
と
す
る
航
路
網
そ
れ
自
体
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
る
眄
。

と
こ
ろ
で
、
第
１
表
の
貨
物
運
賃
と
船
客
運
賃
を
比
べ
る
と
、
一
九
〇
〇

（
明
治
三
三
）
年
以
降
は
貨
物
運
賃
の
収
入
と
船
客
運
賃
の
収
入
が
逆
転
し
、

総
運
賃
収
入
の
七
〜
八
割
が
貨
物
運
賃
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
、
大
阪
商
船
の
航
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
フ
ロ
ー
は
、
大
部
分
が
物
流
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
二
大
船
会
社

の
も
う
一
方
で
あ
る
日
本
郵
船
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
眩
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
船
客
運
賃
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
大
阪
商
船
の

業
績
全
体
に
占
め
る
船
客
の
割
合
が
貨
物
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
大
阪
商
船
が
船
客
を
重
要
視
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

船
客
運
賃
収
入
は
、
国
内
物
価
の
上
昇
分
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
大
き

な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
第
１
表
で
は
一
九

一
〇
（
明
治
四
三
）
年
か
ら
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
急

増
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
『
創
業
百
年
史
資
料
』
か
ら
各
年
次
ご
と
に
み
る

と
、
船
客
運
賃
の
収
入
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
ま
で
は
三
〇
〇
〇
千
円
台

第 1表 大阪商船の船舶隻数・貨物運賃・船客運賃
（1884年から 1940年）

船客運賃
（千円）

325

428

1,195

3,202

10,143

12,128

20,482

『大阪商船株式会社八十年史』（1966）および『創業百年史資料』（1985）より作成

貨物運賃
（千円）

200

406

2,025

7,828

70,889

43,216

108,603

トン／隻

173

287

789

1,240

3,013

3,922

5,082

総トン

16,749

16,067

57,584

132,652

400,702

525,574

548,818

保有隻数

97

56

73

107

133

134

108

年 度

1884（明治17）年

1890（明治23）年

1900（明治33）年

1910（明治43）年

1920（大正 9）年

1930（昭和 5）年

1940（昭和15）年

大
阪
商
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と
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で
あ
っ
た
が
、
翌
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
は
四
〇
〇
〇
千
円
台
と
な
り
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
は
六
〇
〇
〇
千
円
台
、
一
九

一
九
（
大
正
八
）
年
に
は
八
〇
〇
〇
千
円
台
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
大
正
初
期
の
数
年
間
に
船
客
の
運
賃
収
入
が
急
増
し
、
そ
の
後
も
一

九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
ま
で
船
客
の
業
績
は
右
肩
上
が
り
を
続
け
て
い
た
眤
。
そ
こ
で
次
に
、
船
客
の
み
に
注
目
し
て
航
路
別
に
船
客

数
の
推
移
を
確
認
し
た
い
。

（
三
）
九
つ
の
航
路

第
２
表
は
大
阪
商
船
の
定
期
航
路
を
同
社
の
会
社
史
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
九
つ
の
航
路
に
分
類
し
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
か

ら
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
ま
で
の
航
路
別
船
客
数
を
二
年
ご
と
に
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
の
「
日
本
沿
岸
」
は
瀬
戸
内
海
、

紀
州
、
九
州
な
ど
の
航
路
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
そ
の
他
」
は
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
北

米
、
南
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
の
各
遠
洋
航
路
を
筆
者
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
第
２
表
を
参
照
し
つ
つ
、
各
航
路
の
年

次
変
化
を
含
め
て
概
要
を
述
べ
た
い
。

日
本
沿
岸
航
路
は
、
大
阪
商
船
創
業
時
か
ら
の
航
路
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
西
日
本
を
中
心
と
し
た
航
路
網
か
ら
な
っ
て
い
た
。
一

九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
は
瀬
戸
内
海
北
岸
を
横
断
す
る
山
陽
鉄
道
が
神
戸
か
ら
馬
関
（
下
関
）
ま
で
の
全
線
を
開
業
し
、
ま
た
一
九

〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
は
鉄
道
国
有
法
が
公
布
さ
れ
西
日
本
で
も
鉄
道
全
盛
時
代
が
到
来
す
る
。
さ
ら
に
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
は
、
大
阪
商
船
の
関
係
会
社
と
し
て
摂
陽
商
船
や
土
佐
商
船
が
創
設
さ
れ
、
瀬
戸
内
海
や
四
国
の
一
部
航
路
が
移
管
さ
れ
て
い
く
。

こ
う
し
た
要
因
は
あ
り
な
が
ら
も
、
日
本
沿
岸
の
船
客
数
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
ま
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
数
値
を
示
し
て
い
る
。
船
客
数

か
ら
み
る
な
ら
ば
、
大
阪
商
船
に
と
っ
て
日
本
沿
岸
航
路
が
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
航
路
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
眞
。

日
本
沿
岸
航
路
に
次
い
で
船
客
数
が
多
い
の
は
満
洲
航
路
で
あ
る
。
満
洲
航
路
は
、
日
露
戦
争
時
の
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
月

の
旅
順
開
城
と
と
も
に
大
阪
大
連
線
と
し
て
開
設
さ
れ
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
ま
で
は
大
阪
商
船
の
独
占
航
路
で
あ
っ
た
。
第
２
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表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
満
洲
航
路
の

船
客
数
は
一
貫
し
て
増
え
続
け
、
と
り
わ

け
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
「
満
洲
国

建
国
」
以
降
の
増
加
は
著
し
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
大
阪
商
船
は
い
わ
ゆ
る
「
満
洲

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
航
路
に
次
ぐ
船

客
数
を
数
え
る
の
が
、
台
湾
航
路
と
支
那

航
路
眥
で
あ
る
。
台
湾
航
路
は
一
八
九
六

（
明
治
二
九
）
年
に
大
阪
台
湾
線
と
し
て

開
設
さ
れ
、
以
後
参
入
す
る
他
社
船
も
あ

っ
た
が
大
阪
商
船
が
優
位
に
立
っ
て
き
た

航
路
で
あ
る
。
ま
た
支
那
航
路
は
、
一
八

九
七
（
明
治
三
〇
）
年
の
上
海
航
路
を
は

じ
め
と
し
て
、
天
津
、
広
東
、
香
港
な
ど

へ
の
航
路
を
開
設
し
、
多
く
の
船
客
を
輸

送
し
て
き
た
。
満
洲
と
同
様
に
、
台
湾
や

中
国
南
東
地
方
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い

第 2表 大阪商船 船客数の推移
（1908年から 1942年まで：2年ごと） （単位：人）

その他
（千人）

－

2

5

5

8

11

12

10

11

18

21

26

24

32

23

18

27

－

『創業百年資料』（1985）より作成

樺太航路

－

7,084

9,370

1,145

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

浦塩航路

4,588

2,613

3,194

3,843

4,843

13,504

16,916

8,536

745

976

1,154

－

－

－

－

－

－

－

南洋航路

－

－

－

－

552

1,878

1,089

2,422

4,232

11,405

6,519

11,924

3,085

4,971

6,268

4,340

5,302

9,204

朝鮮航路

59,765

62,462

62,786

39,135

28,173

17,171

13,812

11,813

16,147

23,114

18,844

4,823

1,892

5,379

6,949

7,142

10,090

－

支那航路

46,549

39,505

75,820

62,334

87,998

99,057

45,353

63,798

63,335

85,178

71,496

109,740

68,953

98,069

116,500

47,444

43,837

－

台湾航路

41,549

51,352

71,975

94,303

85,379

84,477

101,310

79,180

78,610

106,011

113,704

112,038

100,478

104,714

112,536

133,463

213,127

34,578

満洲航路

30,757

35,113

36,239

35,790

41,009

56,511

76,829

57,776

57,092

70,930

75,615

92,696

122,704

184,209

203,858

249,386

357,962

222,816

日本沿岸
（千人）

1,799

1,846

1,914

1,693

1,643

1,836

1,679

1,514

1,643

1,828

1,770

1,554

1,017

1,096

983

934

1,029

351

年 度

1908（明治41）年

1910（明治43）年

1912（明治45）年

1914（大正 3）年

1916（大正 5）年

1918（大正 7）年

1920（大正 9）年

1922（大正11）年

1924（大正13）年

1926（大正15）年

1928（昭和 3）年

1930（昭和 5）年

1932（昭和 7）年

1934（昭和 9）年

1936（昭和11）年

1938（昭和13）年

1940（昭和15）年

1942（昭和17）年

大
阪
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て
も
、
大
阪
商
船
の
持
つ
意
義
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

第
２
表
か
ら
み
る
と
、
以
上
四
つ
の
航
路
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
多
く
の
船
客
が
み
ら
れ
た
。
一
方
で
、
朝
鮮
航
路
以
下
の
四
つ
の

航
路
で
は
、
廃
止
や
縮
小
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
朝
鮮
航
路
は
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
大
阪
釜
山
線
が
開
設
さ
れ
た
が
、
一
九
一
二

（
明
治
四
五
）
年
三
月
に
は
朝
鮮
総
督
の
発
意
に
よ
り
朝
鮮
郵
船
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
は
そ
れ
ら
の
同

盟
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
阪
商
船
の
持
つ
朝
鮮
航
路
の
シ
ェ
ア
は
縮
小
し
た
。
ま
た
南
洋
航
路
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
台

湾
総
督
府
の
命
令
に
よ
っ
て
基
隆
ジ
ャ
ワ
間
の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
毎
年
数
千
人
か
ら
一
万
人
の
船
客
数
を
数
え
た
。
浦
塩
航
路
は

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
開
設
さ
れ
た
も
の
の
や
が
て
商
況
は
不
況
と
な
り
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
北
日
本
汽
船
に
航
路

が
譲
渡
さ
れ
た
眦
。
樺
太
航
路
は
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
開
設
さ
れ
る
が
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
は
樺
太
庁
の
指
導
の
も

と
で
北
日
本
汽
船
が
設
立
さ
れ
、
航
路
は
同
汽
船
に
譲
渡
さ
れ
て
大
阪
商
船
は
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
阪
商
船
が
多
く
の
船
客
を
取
り
扱
っ
た
航
路
は
、
日
本
沿
岸
航
路
、
台
湾
航
路
、
満
洲
航
路
、
支
那
航
路
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
い
て
南
洋
航
路
と
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
朝
鮮
航
路
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
統
計
上
の
船
客
数
に

は
、
そ
の
属
性
を
示
す
さ
ら
な
る
指
標
は
存
在
し
な
い
た
め
、
船
客
の
目
的
が
移
住
で
あ
る
の
か
、
業
務
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
観
光

旅
行
で
あ
る
の
か
、
そ
の
内
訳
や
比
率
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
と
仮
定
し
う
る
具
体
的
な
航
路
に
つ
い

て
あ
る
程
度
の
見
通
し
が
で
き
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

大
阪
商
船
の
創
設
と
定
期
航
路
網
の
形
成
に
関
す
る
整
理
は
以
上
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
は
「
物
的
な
ツ
ー
リ

ズ
ム
空
間
」
の
生
産
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
眛
が
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
鉄
道
の

発
明
と
空
間
の
拡
大
・
空
間
の
収
縮
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
大
阪
商
船
に
よ
る
航
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
は
、
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
生
み
だ
す
物
的
な
空
間
の
生
産
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
の
後
半
で
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
と
は
、
表
象
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
「
質
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
」
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で
あ
る
眷
。
す
な
わ
ち
、
定
期
航
路
網
に
よ
っ
て
物
的
に
形
成
さ
れ
た
空
間
に
対
し
て
、
ど
こ
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
空
間
で
あ
る
の
か
、
そ

し
て
ま
た
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
空
間
で
あ
る
の
か
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
て
き
た
。

次
章
で
は
、
大
阪
商
船
が
発
行
し
た
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
全
体
を
概
観
し
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
『
航
路
案
内
』
と
広
報
誌
『
海
』
を
取

り
上
げ
、
今
後
の
研
究
展
望
に
代
え
た
い
。

二

質
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
│
│
大
阪
商
船
の
印
刷
出
版
物
│
│

（
一
）
そ
の
概
要

近
代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
旅
行
案
内
書
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）、
旅
行
雑
誌
、
新
聞
や
雑
誌
の
広
告
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
旅
行
地
図
、
ポ
ス
タ
ー
、
絵
は
が
き
な
ど
の
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
し
た
役
割
は
と
て
も
大
き
い
。
こ
れ
ら
は
、
本
来

は
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
補
完
的
な
役
割
を
担
う
媒
介
（
メ
デ
ィ
ア
）
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
を
つ
く
り

だ
す
よ
う
な
大
き
な
力
を
有
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
も
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
は
必

ず
し
も
主
要
な
研
究
対
象
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
眸
。
本
研
究
で
注
目
し
て
い
る
大
阪
商
船
に
つ
い
て
も
、
片
上
睇
が
近
代
の
瀬
戸
内

海
航
路
に
注
目
す
る
な
か
で
、
大
阪
商
船
の
航
路
図
や
「
瀬
戸
内
海
遊
覧
案
内
」
な
ど
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
が
、

大
阪
商
船
の
印
刷
出
版
物
全
体
に
つ
い
て
の
言
及
は
し
て
い
な
い
。

ま
た
大
阪
商
船
の
会
社
史
に
お
い
て
は
、
創
業
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
創
業
百
年
史
』
の
「
広
報
誌
の
刊
行
」
と
い
う

項
目
に
お
い
て
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
か
ら
英
文
広
報
誌
と
し
てO

fficial
G

u
id

e
for

S
h

ippers
an

d
T

ravellers
to

th
e

O
ri-

en
t

が
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
は
広
報
誌
『
海
』
が
発
行
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
、
さ
ら
に

社
内
向
け
に
は
「
社
報
」
と
「
商
船
通
報
」
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
印
刷
出
版
物
の
一
覧
や
分
析
は
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な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
調
査
を
も
と
に
、『
航
路
案
内
』
と
広
報
誌
『
海
』
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
節
を
設
け
、
概
要

を
示
し
つ
つ
今
後
の
分
析
視
点
を
考
え
て
み
た
い
。

（
二
）『
航
路
案
内
』

『
航
路
案
内
』
は
、
明
治
期
後
半
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
み
ら
れ
た
鉄
道
旅
行
案
内
書
の
系
譜
に
類
似
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
道
旅
行
案
内
書
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
研
究
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
が
、
た
と
え
ば
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
お

い
て
は
、
神
戸
か
ら
広
島
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
『
山
陽
鐵
道
名
所
案
内
』
や
、
山
陽
鉄
道
が
神
戸
か
ら
馬

関
（
下
関
）
ま
で
全
線
開
通
し
た
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
山
陽
鐵
道
案
内
』
な
ど
が
、
お
そ
ら
く
は
最
初
期
の
鉄

道
旅
行
案
内
書
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
全
国
を
一
覧
す
る
本
格
的
な
鉄
道
旅
行
案
内
書
と
し
て
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
鉄
道
国

有
法
公
布
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
鐵
道
院
線
沿
道
遊
覧
地
案
内
』（
一
九
〇
九
・
明
治
四
二
年
）
か
ら
『
鐵
道
沿
線
遊
覧
地
案
内
』（
一
九

一
三
・
大
正
二
年
）、『
鐵
道
旅
行
案
内
』（
一
九
二
四
・
大
正
一
三
年
）、『
日
本
案
内
記
』（
全
八
巻
、
一
九
二
九
・
昭
和
四
年
〜
一
九
三

六
・
昭
和
一
一
年
）
へ
と
連
な
る
鉄
道
院
・
鉄
道
省
系
の
案
内
書
が
そ
の
本
流
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
お
よ
そ
の
系
譜
と
並
行
し

て
、
航
路
案
内
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
阪
商
船
の
『
航
路
案
内
』
は
、
管
見
の
限
り
で
は
次
の
四
点
で
あ
る
（
刊
行
年
順
）睚
。

漓
『
大
阪
商
船
株
式
会
社
航
路
案
内
』
駸
々
堂
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
、
二
一
〇
＋
四
二
四
＋
二
四
＋
一
九
六
頁
。

滷
『
瀬
戸
内
海
航
路
案
内
』
大
阪
商
船
株
式
会
社
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
一
六
二
頁
。

澆
『
航
路
案
内
』
大
阪
商
船
株
式
会
社
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
二
三
二
頁
。

大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム

一
三



潺
『
航
路
案
内
』
大
阪
商
船
株
式
会
社
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
一
九
一
頁
。

漓
『
大
阪
商
船
株
式
会
社
航
路
案
内
』（
第
２
図
参
照
）
は
大
阪
商
船
が
は
じ
め
て
刊
行
し
た
航
路
案
内
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
全
体
は
合
計
千
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
書
物
で
あ
る
が
、
最
初
の
二
一
〇
ペ
ー
ジ
と
最
後
の
一
九
六
ペ
ー
ジ
は
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
ペ
ー
ジ
で

あ
る
。
本
文
は
四
二
四
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
具
体
的
な
航
路
案
内
と
、
二
四
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
付
録
（
船
舶
の
一
覧
と
里
程
表
・
運
賃

表
）、
そ
し
て
冒
頭
に
三
〇
ペ
ー
ジ
あ
ま
り
か
ら
な
る
港
や
航
路
上
の
風
景
写
真
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
航
路
案
内
の
刊
行
時
に
は
、

前
述
の
よ
う
に
す
で
に
鉄
道
旅
行
案
内
書
と
い
う
書
物
は
登
場
し
て
お
り
、『
山
陽
鐵
道
案
内
』（
一
九
〇
一
・
明
治
三
四
年
）
と
見
比
べ

る
と
、
形
式
や
内
容
に
多
く
の
類
似
点
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
詳
細
な
比
較
を
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
大
阪

商
船
が
最
初
に
刊
行
し
た
航
路
案
内
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
先
行
す
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
筆
者
は
考
え
て

い
る
。

本
文
中
の
具
体
的
な
航
路
案
内
は
、
瀬
戸
内
航
路
、
南
海

航
路
、
九
州
航
路
（
大
阪
沖
縄
線
を
含
む
）、
山
陰
航
路
、

台
湾
航
路
、
南
清
航
路
、
韓
国
航
路
、
揚
子
江
航
路
、
北
清

航
路
の
順
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
に
は

「
瀬
戸
内
海
航
路
図
」「
九
州
航
路
図
」「
山
陰
航
路
図
」「
台

湾
航
路
図
」「
南
清
航
路
図
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

航
路
案
内
の
内
容
は
、
大
阪
商
船
の
船
舶
を
利
用
す
る
旅

行
者
に
と
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
で
あ
り
、
旅
館
料
理

店
、
物
産
名
物
、
名
所
旧
跡
の
各
項
目
が
航
路
沿
い
の
各
地

第 2図 『大阪商船株式会社航路案内』
（1903・明治 36年）の表紙
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ご
と
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
鉄
道
旅
行
案
内
書
が
、
鉄
道
線
に
沿
っ
て
各
地
の
旅
館
料
理
店
、
物
産
名
物
、
名
所
旧

跡
を
順
に
紹
介
す
る
手
法
と
同
じ
で
あ
る
。

滷
『
瀬
戸
内
海
航
路
案
内
』
は
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
瀬
戸
内
海
航
路
に
限
定
さ
れ
た
航
路
案
内
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
の
こ

の
時
期
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
『
航
路
案
内
』
が
刊
行
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
小
西
和
の
『
瀬
戸
内
海
論
』（
一
九
一
一
・
明
治
四
四

年
）
が
好
評
を
得
て
、
瀬
戸
内
海
の
風
景
が
そ
れ
ま
で
以
上
に
注
目
を
集
め
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
明
確
な
根
拠

は
な
い
。

『
瀬
戸
内
海
航
路
案
内
』
で
は
瀬
戸
内
海
を
次
の
よ
う
に
四
つ
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
「
遊
覧
地
案
内
」
が
な
さ
れ
て
い

る
。
四
つ
の
区
分
と
は
、
大
阪
や
神
戸
な
ど
を
瀬
戸
内
海
東
岸
、
高
松
や
今
治
な
ど
を
瀬
戸
内
海
南
岸
、
別
府
や
門
司
な
ど
を
瀬
戸
内
海

西
岸
、
宮
島
や
尾
道
な
ど
を
瀬
戸
内
海
北
岸
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
瀬
戸
内
海
航
路
図
」
が
添
付
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
、
地
図
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
体
裁
は
や
は
り
鉄
道
旅
行
案
内
書
の
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
発
行
元
が
大
阪
商
船
と
な
り
、
他
社

の
広
告
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

澆
『
航
路
案
内
』
は
『
瀬
戸
内
海
航
路
案
内
』
の
出
版
か
ら
三
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
六
〇
枚
に
お
よ
ぶ
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
ペ
ー
ジ

と
、
カ
ラ
ー
版
の
「
航
路
図
」「
朝
鮮
叢
島
図
」「
瀬
戸
内
海
航
路
図
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
航
路
案
内
の
内
容
は
、
ま
ず
航
路
の
概
要
を

紹
介
し
た
「
航
路
の
栞
」（
一
〜
四
一
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、「
大
阪
よ
り
神
戸
へ
」「
関
門
よ
り
基
隆
へ
」「
基
隆
よ
り
香
港
へ
」「
関
門

よ
り
大
連
へ
」
な
ど
日
本
沿
岸
航
路
と
近
海
航
路
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
中
心
と
な
る
「
各
港
要
誌
」（
四
二
〜
一
七
四

ペ
ー
ジ
）
で
は
、「
内
地
各
港
」「
台
湾
各
港
」「
朝
鮮
各
港
」「
支
那
各
港
」
ご
と
に
寄
港
地
の
名
勝
、
旅
館
、
料
理
店
の
案
内
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
瀬
戸
内
海
航
路
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
『
瀬
戸
内
海
航
路
案
内
』
と
本
書
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
一
九
一
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
大
阪
商
船
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
定
期
航
路
に
つ
い
て
の
案
内
書
が
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
鉄
道
院
に
お
い
て
『
鉄
道
沿
線
遊
覧
地
案
内
』（
一
九
一
三
・
大
正
二
年
）
と
い
う
全
国
を
網
羅
す
る
一
冊
の
鉄
道
旅
行
案
内
書
の
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形
態
が
完
成
す
る
時
期
と
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

潺
右
記
の
『
航
路
案
内
』
か
ら
三
年
後
に
発
行
さ
れ
た
こ
の
『
航
路
案
内
』
は
、
全
体
の
ペ
ー
ジ
数
を
か
な
り
縮
小
し
た
形
で
刊
行
さ

れ
た
。
航
路
案
内
の
内
容
に
瀬
戸
内
海
航
路
の
記
述
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
澆
の
改
訂
版
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
版
に
は
付
さ
れ
て
い
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
に
は
な
く
、
ま
た
「
航
路
図
」
も
別
の
航
路
図
に

差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
各
航
路
案
内
の
内
容
は
、
こ
の
二
〜
三
年
の
間
に
新
た
に
イ
ン
ド
航
路
、
南
洋
航
路
（
ジ
ャ
ワ
航
路
）、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
航
路
、
北
米
航
路
、
南
米
航
路
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
、
ア
フ
リ
カ
航
路
な
ど
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
航
路
案
内
の
目
次
に
し
た
が
え
ば
、
北
支
那
航
路
、
台
湾
航
路
、
浦
塩
航
路
、
朝
鮮
航
路
、
南
支
那
航
路
、
北

米
航
路
、
南
米
航
路
、
印
度
航
路
、
豪
州
航
路
、
南
洋
航
路
、
北
欧
州
航
路
、
南
欧
州
航
路
の
各
地
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
、
世
界
全
体
の
航
路
図
と
、
朝
鮮
半
島
と
中
国
を
含
む
日
本
近
海
の
航
路
図
の
二
枚
が
付
さ
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
前
者
の
「
大
阪
商
船
株
式
会
社
航
路
図
」
は
前
掲
第
１
図
の
「
大
正
七
年
末
定
期
航
路
図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
も

の
で
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
大
阪
商
船
の
航
路
網
が
文
字
通
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
ケ
ー
ル
に
拡
大
し
た
こ
と

を
表
し
て
い
る
。

さ
て
、
大
阪
商
船
は
航
路
網
を
世
界
に
広
げ
た
時
点
で
、
そ
う
し
た
航
路
網
を
見
通
し
た
「
航
路
案
内
」
を
刊
行
し
た
の
で
あ
る
が
、

肝
心
の
『
航
路
案
内
』
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
版
を
最
後
に
、
こ
れ
以
後
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
漓
〜
潺

の
『
航
路
案
内
』
も
多
く
の
版
を
重
ね
た
形
跡
は
な
い
。「
航
路
案
内
」
と
比
較
し
て
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
し
て
き
た
鉄
道
旅
行
案

内
書
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
次
第
に
充
実
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
航
路
案
内
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。『
航
路
案
内
』

そ
の
も
の
の
「
利
用
の
さ
れ
方
」
か
ら
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
第
２
表
で
み
た
よ
う
に
船
客
数
の
推
移
だ
け
を
み
る
な

ら
ば
、
船
客
数
が
減
少
し
ツ
ー
リ
ス
ト
が
減
少
し
た
こ
と
で
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
が
低
下
し
、
無
く
な
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
む
し
ろ
大
阪
商
船
で
は
、
書
籍
と
し
て
の
「
航
路
案
内
」
に
か
わ
る
別
の
媒
体
を
通
し
て
、
自
社
航
路
の
案
内
を
す
る
と
い
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う
道
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
別
の
印
刷
出
版
物
と
し
て
想
定
さ
れ
る
も
の
に
は
、
広
報
誌
『
海
』、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、

絵
は
が
き
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
広
報
誌
『
海
』
に
注
目
し
て
み
た
い
。

（
三
）
広
報
誌
『
海
』

雑
誌
『
海
』
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
八
月
ま
で
の
二
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
、
合
計
一
四
三
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
創
刊
一
号
か
ら
四
一
号
（
一
九
三
五
・
昭
和
一
〇
年
一
月
）
ま
で
の
前
半
お
よ
そ
一
〇
年
間
は
ほ

ぼ
季
刊
で
刊
行
さ
れ
、
四
二
号
（
一
九
三
五
・
昭
和
一
〇
年
三
月
）
か
ら
終
刊
一
四
三
号
ま
で
の
後
半
お
よ
そ
一
〇
年
間
は
ほ
ぼ
月
刊
で

刊
行
さ
れ
た
。
判
型
は
創
刊
一
号
か
ら
一
三
六
号
（
一
九
四
三
・
昭
和
一
八
年
一
月
）
ま
で
は
Ｂ
５
版
、
一
三
七
号
か
ら
一
四
三
号
ま
で

は
Ａ
５
版
で
、
毎
号
の
ペ
ー
ジ
数
は
お
よ
そ
二
〇
〜
八
〇
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
睨
。
雑
誌
の
編
集
後
記
に
は
、
こ
の
雑
誌
は
原
則
的
に
は
非

売
品
で
あ
り
、
船
舶
関
係
、
学
校
、
図
書
館
な
ど
に
無
料
配

布
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
発
行
部
数
が
数
万
部
を
数
え
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
３
図
は
、
第
六
号
（
一
九
二
六
・
大

正
一
五
年
）
の
表
紙
で
あ
る
が
、
毎
号
の
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
に
よ
っ
て
表
紙
は
飾
ら
れ
て
い
た
。

雑
誌
の
内
容
を
大
ま
か
に
み
る
と
、
大
阪
商
船
の
定
期
航

路
上
に
あ
る
各
地
の
旅
行
案
内
や
紀
行
文
を
軸
と
し
て
構
成

さ
れ
て
お
り
、
風
景
写
真
も
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
雑
誌
の
月
刊
化
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
写
真
を
主
と

し
て
誌
面
を
構
成
す
る
「
グ
ラ
ビ
ア
号
」
も
企
画
さ
れ
刊
行

第 3図 『海』第 6号（1926・大正 15年）
の表紙
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さ
れ
て
い
る
睫
。
ま
た
大
阪
商
船
の
広
報
誌
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
社
の
新
造
船
案
内
や
「
定
期
表
」
と
記
さ
れ
た
運

行
時
間
表
、
運
賃
表
、
そ
し
て
大
阪
商
船
支
店
と
取
り
扱
い
代
理
店
な
ど
の
情
報
が
ほ
ぼ
毎
号
掲
載
さ
れ
て
、
他
に
も
百
貨
店
、
旅
館
、

飲
食
店
の
広
告
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
雑
誌
『
海
』
に
つ
い
て
は
、
引
用
例
が
数
例
あ
る
も
の
の
、
全
体
を
見
通
し
た
研
究
や
分
析
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
戦
前
の
二
大
船
会
社
の
一
方
で
あ
る
日
本
郵
船
で
は
同
様
の
雑
誌
は
発
行
さ
れ
て
お
ら
ず
睛
、
船
舶
に
よ
る
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
論

じ
る
と
き
、
こ
の
雑
誌
『
海
』
は
た
い
へ
ん
に
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
『
海
』
が
創
刊
さ
れ
た
同
じ
年
の
四
月

に
は
、
日
本
旅
行
文
化
協
会
に
よ
っ
て
旅
行
の
総
合
雑
誌
『
旅
』
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
今
後
の
分
析
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
創
刊
号
の
目
次
を
み
て
お
き
た
い
。

『
海
』
創
刊
号
の
目
次

理
想
的
消
夏
法

船
に
親
し
ん
で
く
だ
さ
い

世
界
の
公
園
瀬
戸
内
海

四
国
霊
山
石
鎚
山
と
面
河
の
勝

小
松
島
海
水
浴

シ
ャ
ン
の
海
水
浴

隠
れ
た
る
名
勝
浦
戸
湾
の
涼
味

内
海
名
所
五
句

涼
味
を
追
う
て
紀
の
国
へ

瀬
戸
内
海
と
優
秀
船

海
の
女
王
蓬
莱
丸

天
下
の
楽
土
別
府
温
泉

マ
ン
ゴ
ー
の
実
る
瓜
哇
へ

東
洋
第
一
の
青
島
海
水
浴
場

瀬
戸
内
海
遊
覧
日
程
案

大
連
航
路
案
内

蓬
莱
丸
の
う
わ
さ

世
界
に
雄
飛
す
る
大
阪
商
船

『
海
』
創
刊
号
は
以
上
一
八
項
目
、
一
九
ペ
ー
ジ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
理
想
的
消
夏
法
」
と
題
さ
れ
た
自
社
船
を
用
い
て
の
三
日
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間
に
わ
た
る
瀬
戸
内
海
遊
覧
の
広
告
記
事
に
は
じ
ま
り
、
主
と
し
て
瀬
戸
内
海
の
記
事
が
多
く
を
占
め
、
後
半
に
は
ジ
ャ
ワ
（
瓜
哇
）、

チ
ン
タ
オ
（
青
島
）、
大
連
と
い
っ
た
「
外
地
」
へ
の
案
内
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
雑
誌
記
事
の
内
容
を
、
全
一
四
三
号

に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
お
け
る
大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
像
を
描
く
見
通
し
は
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
冒
頭
に
も
引
用
し
た
沖
縄
視
察
旅
行
団
に
つ
い
て
は
、
こ
の
雑
誌
『
海
』
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
雑
誌
『
海
』
に
み
ら
れ
る
沖
縄
に
関
す
る
記
事
は
、
創
刊
号
に
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
二
号
に
は
「
南
国
の

秋
（
琉
球
行
）」（
一
九
二
四
・
大
正
一
三
年
）、
第
三
号
に
は
「
避
寒
を
か
ね
て
沖
縄
観
光
」（
同
）、
第
五
号
に
は
「
琉
球
へ
の
航
路
」

（
一
九
二
五
・
大
正
一
四
年
）、
そ
し
て
第
六
号
に
は
「
琉
球
見
物
」
と
「
沖
縄
航
路
案
内
」（
一
九
二
六
・
大
正
一
五
年
）
と
い
う
よ
う

に
、
雑
誌
刊
行
の
ご
く
初
期
か
ら
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
二
隻
の
新
造
船
「
波
上

丸
」
と
「
浮
島
丸
」睥
が
就
航
し
た
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
睿
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
沖
縄
視
察
旅
行
団
は
、
こ
う

し
た
新
造
船
の
就
航
を
契
機
と
し
て
実
施
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
実
施
さ
れ
た
第
一
六
回
沖
縄
視

察
団
の
旅
行
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
の
紀
行
文
が
第
一
〇
三
号
（
一
九
四
〇
・
昭
和
一
五
年
四
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ

の
紀
行
文
を
要
約
し
つ
つ
、
本
稿
の
最
後
に
こ
の
沖
縄
視
察
団
の
経
験
的
な
様
相
を
捉
え
て
み
た
い
と
考
え
る
。

第
一
六
回
沖
縄
視
察
団
に
参
加
し
た
河
辺
昌
之
に
よ
る
「
沖
縄
の
印
象
」（
第
一
〇
三
号
、
三
〇
〜
三
二
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
寄

稿
が
な
さ
れ
た
（
以
下
括
弧
内
は
紀
行
文
か
ら
の
引
用
）。

一
九
四
〇
年
二
月
一
三
日
の
朝
、
一
四
名
の
参
加
者
が
浮
島
丸
で
神
戸
港
を
出
港
し
、
二
日
後
の
一
五
日
午
後
四
時
近
く
に
沖
縄
へ
入

港
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
印
象
を
「
憧
憬
の
島
に
安
着
」
し
た
と
記
し
、
続
け
て
「
入
港
の
光
景
も
は
な
は
だ
印
象
的
で
島
に
船
が
近
づ

く
と
点
々
と
丘
の
上
に
白
く
見
え
る
も
の
、（
中
略
）
こ
れ
が
有
名
な
墓
で
あ
り
、
二
月
と
い
う
の
に
翠
緑
滴
る
と
形
容
し
た
い
緑
の

色
、
エ
メ
ラ
ル
ド
の
海
の
色
、
岸
に
打
ち
よ
せ
る
白
い
波
、
そ
し
て
最
も
絵
画
的
に
美
し
い
効
果
を
あ
げ
て
い
る
赤
い
屋
根
の
層
々
た
る

連
り
、
夢
の
島
と
い
う
印
象
が
旅
人
の
胸
に
わ
く
」
と
回
想
し
て
い
る
。
い
わ
る
ゆ
「
内
地
」
と
は
異
な
る
墓
地
の
形
態
が
注
目
さ
れ
、

大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
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南
国
の
風
景
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

一
行
は
、
た
だ
ち
に
四
台
の
自
動
車
を
連
ね
て
波
上
神
社
に
参
拝
し
、
こ
の
境
内
で
、
同
船
し
て
き
た
神
戸
の
小
磯
良
平
画
伯
、
詩
人

竹
中
郁
、
二
科
会
会
友
伊
藤
継
郎
た
ち
と
紹
介
し
あ
っ
て
奇
遇
を
喜
ん
で
い
る
。
そ
の
後
一
路
糸
満
へ
向
か
い
、「
沿
道
の
風
物
何
一
つ

珍
し
か
ら
ざ
る
は
な
く
農
作
物
の
砂
糖
キ
ビ
、
名
知
ら
ぬ
雑
草
、
美
し
い
南
国
の
花
な
ど
な
ど
、
夢
の
ご
と
く
見
て
い
る
う
ち
に
糸
満
の

町
に
入
る
」
と
、
南
の
島
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
印
象
が
こ
こ
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
し
て
糸
満
の
風
物
に
「
船
酔
い
気
分
も
ど
こ
へ
や

ら
、
南
国
の
風
物
で
す
っ
か
り
元
気
を
取
り
戻
し
、
旅
館
に
引
き
上
げ
一
浴
し
て
か
ら
三
杉
楼
の
懇
親
会
に
行
く
。
こ
こ
で
筆
者
は
十
二

日
出
京
の
節
日
本
民
藝
館
の
沖
縄
特
別
展
の
催
し
物
と
し
て
夜
間
そ
の
会
場
で
見
た
琉
球
舞
踊
の
素
晴
ら
し
い
美
し
さ
の
猶
一
層
本
格
的

な
も
の
を
こ
の
三
杉
楼
で
見
せ
ら
れ
て
感
心
し
た
」
と
東
京
の
日
本
民
芸
館
で
目
に
し
た
琉
球
舞
踊
を
、
今
度
は
本
場
で
体
験
し
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
睾
。

沖
縄
で
の
第
二
日
は
、「
最
も
多
く
の
沖
縄
の
面
に
接
触
す
る
日
で
あ
る
」
と
し
て
、
崇
元
寺
、
識
名
園
、
首
里
城
、
郷
土
博
物
館
、

沖
縄
神
社
を
ま
わ
り
、「
島
で
生
産
さ
れ
る
織
物
、
染
物
、
漆
器
、
陶
器
、
ま
た
南
国
味
あ
ふ
れ
る
桃
源
農
園
な
ど
と
、
数
え
き
れ
ぬ
観

光
視
察
」
を
経
験
し
て
い
る
。
ま
た
「
特
に
筆
者
は
こ
こ
の
壺
屋
に
興
味
を
抱
い
て
い
て
、
有
名
な
栄
徳
さ
ん
の
工
房
で
主
人
に
あ
っ
て

旧
知
の
話
を
し
た
り
、
濱
田
庄
司
さ
ん
の
出
来
途
中
の
品
を
み
た
り
記
念
撮
影
ま
で
し
て
き
た
の
は
喜
ば
し
か
っ
た
。
工
業
指
導
所
で
は

染
織
、
漆
器
な
ど
伝
統
の
技
巧
を
新
時
代
に
適
応
す
る
た
め
鋭
意
改
善
し
て
い
る
の
に
注
目
し
た
」
と
し
て
い
る
。
沖
縄
で
の
第
二
日
目

に
は
、
主
と
し
て
「
地
場
産
業
」
に
関
す
る
見
学
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

「
最
後
の
日
は
往
復
二
十
里
以
上
の
行
程
で
あ
る
。
自
動
車
は
南
国
の
風
景
の
中
を
飛
ば
す
。
残
波
岬
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
松
並

木
、
農
家
、
ま
た
し
て
も
砂
糖
キ
ビ
、
蘇
鉄
の
群
生
、
墓
の
丘
の
連
続
、
よ
う
や
く
残
波
岬
に
着
く
。
し
ば
し
雄
大
な
風
景
を
観
賞
し
て

の
ち
比
謝
川
沖
縄
耶
馬
溪
を
見
、
そ
こ
の
別
荘
風
な
家
で
昼
食
、
製
糖
工
場
見
学
（
中
略
）、
古
着
市
場
で
紅
型
染
の
断
片
な
ど
を
買
い

求
め
て
僅
か
に
沖
縄
の
記
念
物
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
思
え
ば
夢
の
よ
う
な
三
日
間
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
二
年
越
し
の
計
画
、
す

大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム

二
〇



ぎ
れ
ば
ま
た
夢
の
ご
と
き
感
が
深
い
、
雪
の
越
路
よ
り
馳
せ
参
じ
て
こ
の
団
体
に
仲
間
入
り
し
て
今
年
は
二
度
の
春
を
味
わ
う
事
に
な
っ

た
」。以

上
三
日
間
の
沖
縄
旅
行
で
経
験
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ば
、
南
国
の
自
然
の
風
景
と
芸
能
（
舞
踊
）、
そ
し
て
産
業
に
関
わ
る
も
の
た

ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
時
期
に
お
け
る
沖
縄
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
事
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
う
し
た
経
験
を
雑
誌
『
海
』
か
ら
複

数
読
み
取
り
、
重
ね
合
わ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
戦
前
期
に
お
け
る
沖
縄
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
様
相
は
描
け
る
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
様
に
、
大
阪
商
船
が
つ
く
り
だ
し
た
物
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
に
対
し
て
な
げ
か
け
ら
れ
た
、
お
そ
ら
く
は
輻
輳
し

た
ま
な
ざ
し
の
分
析
は
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
大
阪
商
船
を
事
例
と
し
て
、
物
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
と
い
う
視
点
か
ら
定
期
航
路
の
空
間
的
な
展
開
を
跡
づ
け
、
そ
う
し

た
空
間
に
対
す
る
「
空
間
の
表
象
」
を
分
析
し
う
る
同
社
の
印
刷
出
版
物
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、
具
体
的
な
事
例
の
提
示
も
試
み
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、『
航
路
案
内
』
と
雑
誌
『
海
』
の
さ
ら
な
る
分
析
と
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か

っ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
類
や
英
文
広
報
誌
な
ど
を
含
め
た
分
析
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

附
記本

研
究
に
あ
た
り
、
株
式
会
社
商
船
三
井
広
報
室
で
は
資
料
閲
覧
に
つ
い
て
格
別
の
便
宜
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
本
稿
脱
稿
後
、
神
田
孝
治
（
二
〇
〇
四
）
戦
前
期
に
お
け
る
沖
縄
観
光
と
心
象
地
理
、
都
市
文
化
研
究
四
、
一
一
〜
二
七
頁
が
発
表
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
本
稿
と
重
な
る
部
分
も
あ
り
、
本
文
中
に
お
い
て
言
及
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
怠
慢
に
よ
り
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。大

阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム

二
一



註盧

旧
字
体
漢
字
と
旧
仮
名
遣
い
は
現
代
の
表
記
に
改
め
て
い
る
。
以
下
の
書
名
・
引
用
文
も
す
べ
て
同
じ
。

盪
『
海
』
第
一
〇
一
号
（
一
九
四
〇
）
の
「
大
阪
商
船
主
催
沖
縄
視
察
団
募
集
」（
三
五
頁
）
に
よ
る
。

蘯

現
在
の
沖
縄
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
つ
い
て
、
日
本
へ
の
復
帰
を
起
点
と
位
置
づ
け
る
研
究
と
し
て
、
多
田
治
（
二
〇
〇
四
）『
沖
縄
イ
メ
ー

ジ
の
誕
生
│
│
青
い
海
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
│
│
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
七
九
頁
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
「
沖
縄

イ
メ
ー
ジ
」
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
後
半
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
近
世
か
ら
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

盻

大
阪
商
船
の
創
立
に
関
し
て
は
次
の
三
つ
の
会
社
史
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
神
田
外
茂
夫
編
（
一
九
三
四
）『
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十

年
史
』
大
阪
商
船
株
式
会
社
、
八
八
〇
＋
七
二
頁
、
岡
田
俊
雄
編
（
一
九
六
六
）『
大
阪
商
船
株
式
会
社
八
十
年
史
』
大
阪
商
船
株
式
会
社
、
八

六
七
頁
、
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
編
（
一
九
八
五
）『
創
業
百
年
史
』
大
阪
商
船
三
井
船
舶
株
式
会
社
、
八
六
三
頁
。
ま
た
、
創
立
当
初

の
正
式
な
社
名
は
有
限
責
任
大
阪
商
船
会
社
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
一
二
月
三
一
日
に
社
名
を
大
阪
商
船
株
式
会
社
と
改
め

た
。
本
稿
で
は
い
ず
れ
の
時
代
に
お
い
て
も
大
阪
商
船
と
い
う
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

眈

一
九
世
紀
以
降
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
ケ
ー
ル
で
の
海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
つ
い
て
は
、
野
間
恒
（
一
九
九
三
）『
豪
華
客
船
の
文
化

史
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
三
一
二
頁
に
詳
し
い
。
な
お
、
同
書
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
グ
ロ
ー
ブ
・
ト
ロ
ッ
タ

ー
の
よ
う
な
旅
行
者
を
う
み
だ
し
て
ゆ
く
。

眇

財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
編
（
一
九
八
五
）『
創
業
百
年
史
資
料
』
大
阪
商
船
三
井
船
舶
株
式
会
社
、
三
〇
〇
頁
。
な
お
『
大
阪
商
船
株
式

会
社
八
十
年
史
』
は
前
掲
盻
。

眄

小
風
秀
雅
（
一
九
九
五
）『
帝
国
主
義
下
の
日
本
海
運
│
│
国
際
競
争
と
対
外
自
立
│
│
』
山
川
出
版
社
、
三
四
一
頁
、
片
山
邦
雄
（
一
九
九
六
）

『
近
代
日
本
海
運
と
ア
ジ
ア
』
お
茶
の
水
書
房
、
三
二
七
頁
ほ
か
。

眩

財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
編
（
一
九
八
八
）『
日
本
郵
船
百
年
史
』
日
本
郵
船
株
式
会
社
、
九
〇
一
頁
、
同
編
（
一
九
八
八
）『
日
本
郵
船
百

年
史
資
料
』
日
本
郵
船
株
式
会
社
、
九
一
九
頁
に
よ
る
。

眤

こ
う
し
た
船
客
運
賃
収
入
の
増
加
に
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
程
度
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
質
的

な
デ
ー
タ
か
ら
の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

眞

複
数
あ
っ
た
日
本
沿
岸
航
路
の
な
か
で
も
船
客
数
の
多
寡
は
存
在
す
る
が
、
日
本
沿
岸
航
路
の
各
航
路
ご
と
の
分
析
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

眥

前
掲
盻
な
ど
の
大
阪
商
船
の
会
社
史
に
あ
る
表
記
に
し
た
が
い
、
こ
こ
で
支
那
航
路
を
中
国
航
路
と
は
せ
ず
、
ま
た
括
弧
も
付
さ
ず
そ
の
ま
ま
使

大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム

二
二



用
す
る
。

眦

第
２
表
の
浦
塩
航
路
に
お
い
て
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
と
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
船
客
数
が
多
い
の
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
関
わ
る
人

員
を
輸
送
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

眛

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
著
、
加
藤
二
郎
訳
（
一
九
八
二
）『
鉄
道
旅
行
の
歴
史
│
│
一
九
世
紀
に
お
け
る
空
間
と
時
間
の
工
業
化

│
│
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
六
八
頁
。

眷

質
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
の
生
産
に
つ
い
て
の
実
証
的
な
先
行
研
究
と
し
て
、
滝
波
章
弘
（
一
九
九
五
）
ギ
ド
・
ブ
ル
ー
に
み
る
パ
リ
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
空
間
記
述
│
│
雰
囲
気
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
比
較
│
│
、
地
理
学
評
論
六
八
Ａ
―
三
、
一
四
五
〜
一
六
五
頁
、
西
村
孝
彦
（
一
九
九
七
）
観

光
空
間
の
生
産
に
つ
い
て
│
│
ギ
ド
ブ
ル
ー
の
検
討
を
中
心
に
│
│
、『
文
明
と
景
観
』
地
人
書
房
、
一
八
五
〜
二
七
一
頁
、
濱
田
琢
司
（
二
〇

〇
二
）
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
見
る
地
域
と
工
芸
│
│
九
州
の
や
き
も
の
の
場
合
│
│
、
地
理
科
学
五
七
―
二
、
一
〇
五
〜
一
一
九
頁
が
あ
げ
ら

れ
よ
う
。

眸

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
も
他
稿
に
期
し
た
い
。
な
お
、
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
は
中
川
浩
一
（
一
九
七

九
）『
旅
の
文
化
史
│
│
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
時
刻
表
と
旅
行
者
た
ち
│
│
』
伝
統
と
現
代
社
、
二
七
八
頁
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
吉
田
初
三
郎

の
鳥
瞰
図
に
関
し
て
は
湯
原
公
浩
編
著
（
二
〇
〇
二
）『
大
正
・
昭
和
の
鳥
瞰
図
師

吉
田
初
三
郎
の
パ
ノ
ラ
マ
地
図
』
平
凡
社
（
別
冊
太
陽
）、

一
五
〇
頁
が
あ
り
、
温
泉
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
の
整
理
に
は
関
戸
明
子
（
二
〇
〇
七
）『
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
温
泉
』

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
六
頁
、
植
民
地
時
代
の
台
湾
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
の
整
理
に
は
曽
山
毅
（
二
〇
〇
三
）

『
植
民
地
台
湾
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
青
弓
社
、
三
四
二
頁
が
あ
る
。

睇

片
山
広
子
（
一
九
九
七
）
近
代
瀬
戸
内
海
航
路
の
観
光
地
に
及
ぼ
す
影
響
│
│
大
阪
を
起
点
と
す
る
旅
客
汽
船
航
路
を
通
し
て
│
│
、
史
泉
八

六
、
二
〇
〜
四
〇
頁
。

睚

こ
の
四
点
以
外
に
も
「
航
路
案
内
」
と
題
さ
れ
た
大
阪
商
船
の
出
版
物
は
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
イ
ル
で
の
「
航
路
案
内
」

は
数
多
く
確
認
で
き
、
ま
た
小
冊
子
の
形
式
で
『
浦
塩
航
路
案
内
』（
一
九
〇
八
・
明
治
四
一
年
、
一
六
頁
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

は
簡
易
な
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
別
項
目
で
整
理
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
こ
こ
で
の
『
航
路
案
内
』
に
は
含
め
て
い
な
い
。

睨

雑
誌
『
海
』
の
所
収
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
時
点
に
お
け
る
国
立
情
報
学
研
究
所
に
よ
る
図
書
・

雑
誌
の
書
誌
・
所
在
図
書
館
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
（W

ebcat

）
に
よ
る
と
、
一
四
三
号
全
数
を
所
蔵
す
る
図
書
館
は
な
く
、
全
国
で
お
よ
そ
二
一

の
図
書
館
に
そ
の
一
部
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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睫

た
と
え
ば
第
四
五
号
（
一
九
三
五
・
昭
和
一
〇
年
六
月
）
は
、「
瀬
戸
内
海
特
集
」
の
グ
ラ
ビ
ア
号
で
あ
る
。

睛

な
お
、
日
本
郵
船
の
関
連
会
社
で
あ
る
近
海
郵
船
株
式
会
社
で
は
、『
海
』
の
創
刊
年
と
同
じ
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
、
Ｂ
６
版
の
雑
誌

『
海
の
旅
』
を
創
刊
し
て
い
る
。
筆
者
は
そ
の
一
部
を
所
有
す
る
が
詳
細
は
い
ま
の
こ
と
ろ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

睥

浮
島
丸
は
一
九
四
五
年
八
月
二
四
日
に
海
難
に
よ
っ
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
沈
没
し
た
。

睿

た
と
え
ば
、「
沖
縄
の
印
象
」「
沖
縄
航
路
に
お
く
る
新
造
船
波
上
丸
」「
沖
縄
風
景
」（
第
六
四
号
、
一
九
三
七
・
昭
和
一
二
年
）、「
沖
縄
を
語
る

座
談
会
」「
沖
縄
話
」（
第
六
八
号
、
同
年
）、「
海
か
ら
見
た
沖
縄
」（
第
六
九
号
、
同
年
）、「
沖
縄
一
見
」（
第
七
〇
号
、
同
年
）、「
沖
縄
の
印

象
」（
第
七
六
号
、
一
九
三
八
・
昭
和
一
三
年
）、「
沖
縄
の
風
景
」（
第
七
七
号
、
同
年
）、「
沖
縄
観
光
の
思
い
出
」（
第
八
〇
号
、
同
年
）、「
沖

縄
の
歌
」（
第
八
一
号
、
同
年
）、「
沖
縄
視
察
団
と
と
も
に
」（
第
八
二
号
、
同
年
）、「
沖
縄
紀
行
」（
第
八
四
号
、
同
年
）、「
沖
縄
航
路
の
景
観
」

（
第
八
六
号
、
同
年
）、「
沖
縄
の
こ
と
」（
第
八
七
号
、
同
年
）、「
沖
縄
の
印
象
」（
第
八
八
号
、
一
九
三
九
・
昭
和
一
四
年
）、「
沖
縄
観
光
」（
第

九
三
号
、
同
年
）
な
ど
。

睾

こ
の
年
、
東
京
の
日
本
民
芸
館
で
は
沖
縄
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
会
場
で
は
琉
球
舞
踊
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
同

時
期
に
お
け
る
「
内
地
」
で
の
沖
縄
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
考
え
る
と
き
、
た
い
へ
ん
に
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
。

│
│
文
学
部
教
員
│
│
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